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RPAソリューション全体図

ユーザックシステムのRPAソリューションは
画面操作だけではなく、業務プロセス全体の自動化をご支援いたします。

Windowsアプリ ブラウザ メール送受信

画面操作

メール通知

操作ログ管理

データ変換

実行指示

スケジュール実行

画面操作を自動化するRPAだけでなく、自社の業務カレンダーに合わせたスケジュール管理や
実行結果のメール通知、データ変換など、業務プロセス全体を自動化いたします。

業務プロセス
全体を自動化

New
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RPA展開の様々なパターン

実行指示クライアント
による展開

RPAライセンスの配布
による展開

運用管理システム
（サーバー）による展開

実行指示

RPA
開発／実行
ライセンス

業務担当者

RPA
開発／実行
ライセンス

業務担当者

RPA
開発／実行
ライセンス

：
：

運用管理
システム

＋
RPAライセンス

実行指示

業務担当者
実行指示用

ソフトウェア
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RPAの展開方法と特徴

実行指示クライアント
による展開

RPAライセンスの配布
による展開

運用管理システム
（サーバー）による展開

◯
不要

運用管理システム
または専用サーバー

◯
不要

×
必要

◎
必要最低限でよい

RPAライセンス
×

担当者の数だけ必要
◯

必要最低限でよい

◯
可能

実行権限の管理
×

難しい
◯

可能

△
RPAを指定して実行

高度な運用管理
×

制御できない
◯

柔軟性が高い

開発・実行できるRPAとは別に
実行指示のみ可能なソフトウェア

による展開方法

担当者一人づつRPAライセンスを
配布する展開方法

RPAの運用管理システムを
導入する展開方法

運用管理システムが不要で、
RPAも必要最低限でよく、展
開コストが大幅に抑えられ、
実行権限の管理ができため、
野良ロボも防止できる。

現場担当者一人ひとりにRPA
の実行（開発）を任せられる
が、管理が不十分となり、野
良ロボが発生しやすい。

RPAが集中管理でき、きめ細
かい運用管理ができるが、コ
ストがかかり、管理者も必要
となる。

◎
安く展開できる

導入コスト
△

高価になりやすい
×

高価

総 評
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実行指示クライアントの特徴

1 低価格でRPAの全社展開が可能となります

実行指示クライアント（24,000円/年）により、
担当者ごとのRPAライセンス契約や運用管理システムが不要。
既存のRPA実行ライセンスを最大限に活用できます。

2 任意のタイミングでRPAの実行が可能

離れた場所にあるRPAを任意のタイミングで実行できます。

3 実行権限の管理も充実

担当者ごとに実行できるスクリプトの権限管理がおこなえます。
また、だれがいつ何を実行したかも把握できます。

柔軟なRPA実行を実現することで人とロボットの業務連携を支援します。
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実行指示クライアントの運用イメージ

RPAに任せる仕事の準備ができたら自分のPCから実行指示できます。

Autoジョブ名人［開発版／実行版］
Autoブラウザ名人［開発版／実行版］

あとは
私に任せて！

実行指示

実行指示クライアント ＲＰＡ実行端末

⚫基幹システムへの
データ入力ロボット

入力元となるデータを
EXCELで用意。
あとはRPAにお任せ！

⚫ECサイト巡回ロボット
ＥＣサイトから受注データ
をダウンロードを指示。

スケジュール化されたジョブとともに
実行指示されたジョブが順次実行されます。

実行指示
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実行指示クライアントの運用イメージ

（１）実行指示画面

①実行させたいRPA端末を指定
初期設定で初期表示を指定できます

②実行したいスクリプトを選択
自身に割り当てられたスクリプトのみが表示されます

③実行指示をクリック！
稼働端末に指示が投げられるので順番に処理されます

①

②

③



7

実行指示クライアントの運用イメージ

（2）実行指示履歴

《注意》
実行指示を行った履歴となるため、
指示がされたスクリプトの実行結果を確認する画面ではありません。
※実行指示者に対して通知を行う場合
スクリプト作成時にメール送信設定の作成が必要です。
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システム構成と価格体系

※集中管理機能に関しては個別相談になります。
問い合わせサポートサービスは上記ライセンス価格に含まれます。
オンサイト保守や開発者向け講習、受託開発などは別途費用がかかります。

品名 備考

（税別）

システム構成

価格体系

Autoジョブ名人開発版

開 発 実 行

Autoジョブ名人実行版

スクリプト配布

スクリプト作成、タグ解析
ビューア等の開発用ソフト
ウェア。実行機能含む。

開発したスクリプトをインポート
して利用する実行用ソフトウェア。

実行指示

実行指示クライアント

実行指示

実行指示

New

実行指示クライアントは
利用ユーザー単位で必要です。
※Autoジョブ名人 Ver2.0以降に対応

Autoブラウザ名人 Ver8.0以降に対応

稼働端末とネットワークが
繋がってる必要があります。

実行指示クライアント

１年ライセンス

24,000円
即時に実行指示するためのソフトウェア、
保守料含む

５年ライセンス

108,000円
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動作環境と留意点

ＯＳ

メモリ

Windows 10 Pro/Enterprise（32bit/64bit）
Windows 8.1 Pro/Enterprise（32bit/64bit）
Windows Server 2019
Windows Server 2016
Windows Server 2012 R2

※64bitOSは、Intel64、AMD64に対応。IA64は不可。
※実行指示クライアントのインストールにはAdministrators権限が必要です。

実行指示クライアント分として、1GB以上確保することを推奨します。

その他 .NET Framework 4.5 必須（製品ディスクに同梱）

留意点

１．スクリプトの実行状況はRPA側（Autoジョブ名人など）でご確認ください。

２．対象となるRPAは、Autoジョブ名人、Autoブラウザ名人の開発版および実行版です。

３．実行指示の取り消しはRPA側で行ってください。

４．指示されたスクリプトはRPA側のキューに登録された順番に実行されます。

５．実行したいRPA（実行端末）を指定し、許可されたスクリプト一覧から選択して実行する運用となります。

動作環境
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お問い合わせ


